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 1  早稲田大学リポジトリの現状 
2005年5月に早稲田大学リポジトリを一般公開して以
来、年間2,000 ～ 3,000件程度の増加で公開件数を伸ばし
ていたが、2017年度は前年度比で約6,000件の増加となっ
た（図1参照）。これまでは主に各箇所のホームページで
本学の研究成果を発信してきたが、早稲田大学リポジト
リに登録することによってCiNii Articles等の検索対象
となり幅広く学術成果を発信できることが浸透してい
る。また紀要等の研究成果を電子版のみで刊行する動き
が活発になってきており、そのアーカイブとして早稲田
大学リポジトリが選ばれていることも背景にあると思わ
れる。
研究成果の件数が増える一方で、滞りなく早稲田大学
リポジトリに登録し公開できているのは、国立情報学研
究所（以下NII）の共用リポジトリサービスJAIRO Cloud
の利用と大きく関係している。2017年1月に早稲田大学
リポジトリをJAIRO Cloudに移行した後、業務フローの
見直しによりコンテンツ登録の速度が向上した。さら
にNIIが提供するコンテンツ一括登録用のソフトウェア
SWORD Client for WEKOを利用することによって、以
前よりも多くの件数を迅速に登録できるようになった。
またJAIRO Cloudを利用することで、ハードウェア、
ソフトウェアの日常運用、定期的なシステムリプレイ
スが不要となった。各アイテム画面でのダウンロード
数やクリエイティブコモンズ表示、DOI付与等の機能も
JAIRO Cloudに備わっているため、別途開発する必要は
ない。それらの費用に比べ、JAIRO Cloud利用料金やオー
プンアクセスリポジトリ推進協会（以下JPCOAR）会費
のほうが安価で大幅なコストダウンを実現できた。
 2  今後の課題 
紀要論文や博士論文が登録コンテンツの大きな割合を
占めており（表1参照）、これからも緩やかに増え続ける
見通しだが、画像・動画や研究データ等の登録も今後大
きく増加すると思われる。それに対応したメタデータが
重要であり、現在JPCOARで策定中の新しいメタデータ
スキーマに注視しつつ慎重に検討しなければならない。
またJAIRO Cloudにアップロードできるファイルのサイ
ズに制限が設けられているため、サイズの大きいファイ
ルは非常に時間がかかる。特に動画については十分に対
応できているとは言い難く、アップロードできないケー
スも起きている。過去にNIIに動画のファイルを送付し
て代わりにアップロードして頂いたが、動画の登録件数
が増加した場合、この方法では対応しきれない恐れがあ
るため対策を講じる必要がある。　
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■■ 図1　登録コンテンツ数の推移
■■ ■早稲田大学リポジトリ（Waseda■University■Repository）■
https://waseda.repo.nii.ac.jp/
■■ 表1　タイプ別コンテンツ数（2017年度末現在）
タイプ 全体に占める割合（%）
学術雑誌論文 0.97%
学位論文 13.51%
紀要論文 58.07%
会議発表論文 4.48%
会議発表資料 0.04%
図書 13.61%
テクニカルレポート 0.21%
研究報告書 1.23%
一般雑誌記事 0.69%
教材 2.19%
その他 5.00%
計 100.00%
